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責 任 を 持 つ

コロナ禍の中、そして日々暑さが増す中、仕事に従事されている社員及びパートナー

会社の皆さん、本当にお疲れさまです。夏の疲れは蓄積されやすいと言われております。

自分は大丈夫だと過信せず、「自分の身体は自分で守る」ことを肝に銘じ、また、共に

働く仲間への目配り・気配りも忘れないでいただきたいと思います。

さて、今回は仕事に取り組むにあたり、私が大切にしていることをこの場を借りて紹介します。今後、皆さんが仕事

で悩んだ時に思い出し、役立てていただければ幸いです。

私が大切にしていることは「責任を持つ」ということです。「この仕事の結果は自分で責任を持つ」という気持ちで

いると、どんなに難しい問題でも、必死にやり遂げる方法を考えます。分からない点はそのままにせず、調べ、仲間

と議論し、社外の有識者にアドバイスを求め、失敗しても対策を取って最後までやり遂げます。

逆に、「誰かがやってくれるだろう」という他人任せの気持ちでいると、難しい問題にぶつかった途端、自分の

責任ではないという考え方や行動をとってしまい、必死に考え抜く気力もわかず、結果的に仕事は進みません。

考え抜くには、物事を自分事と捉え、責任を持つことが大事です。例えば、土曜日に労働災害が発生したとします。

原因について考えた時、「誰かが考えてくれるだろう」という気持ちでいると、「手順書の確認不足が原因」で止まって

しまい、根本的な原因にたどり着けません。しかし、「労働災害を繰り返さないよう、私が原因を究明する！」という

気持ちで取り組むと、「なぜ手順書の確認を怠ったのか？」といった「なぜ？」を繰り返すことにより、深く考え、

「土曜日は労働災害が多い日なのに作業する必要があったのか」「工程が厳しく、急いでいた」といった背景的な

原因にもたどり着くことができます。

当社を取り巻く環境は不確実性を増しており、今後は、「今までどおり」から脱却し、既存分野の更なる強化と新しい

分野の開拓に挑戦していきます。そのためには、まず、この挑戦を自分事と捉え、自ら考え行動を起こしてほしいと

思います。

今のやり方よりもっといい方法はないのか？このままの自分でいいのか？将来を予想し、足りないものを把握して

備える。現状に満足せず常に進化し続けましょう。

上手くいかず悩むことが多くなると思います。失敗することもあるでしょう。

しかし、自分で「責任を持つ」という気持ちで取り組めば、なぜ失敗したのかを考え、アドバイスを聞き、必ず

最後までやり抜くことができます。それが、次の仕事に活かされていくと思います。

会社は、社員一人ひとりの力の総和です。会社が強くなるには社員一人ひとりの「やってやろう！」という気持ちが

重要です。皆さんの気持ち、行動が会社を変えていくのです。

もっと社会に貢献したい！もっと会社を強くしたい！後輩にもっと明るい未来を見せたい！「もっと何かできるはず！」

進化するぞ！NPC！

上席執行役員
経営戦略本部長

 海江田 哲郎

7 月 1 日、本店 9F 多目的ホールにおいて、安全祈願祭を執り

行いました。これは毎年、全国で一斉に開催される全国安全週間を

迎えるにあたって、この時期に実施しているものです。

安全祈願祭には、佐々木社長をはじめ、役員、部・室長、工事本部の

グループ長及び労働組合本部四役並びに NPC 安全衛生協力会役員

が参加しました。

安全祈願祭の終了後、佐々木社長は挨拶の中で、全国安全週間の

趣旨を述べるとともに、「管理職をはじめ、社員一人ひとりが他部署

で起きたことを他人事ではなく、自分事として捉え、すべての課題解決に

関わって業務に取り組んでいく必要があります。人と会社を守る、という

意識を常に持ってください」と参加者に対し、強く要請しました。

最後に、2022 年度全国安全週間のスローガン「安全は急がず焦らず

怠らず」を参加者全員で唱和し、今後の無事故・無災害を誓いました。

今年度のスローガンでは、事業者・労働者双方が労働災害防止のための

基本ルールを徹底し、またそれらを遵守・実行するための時間的・人員的

に余裕を持った業務体制を構築することが重要であると呼びかけています。 

これから酷暑期となり、作業環境がより厳しさを増すことが予想され

ますが、一人ひとりが「労働災害を絶対に発生させない」という強い意志

を持ち、安全作業を徹底するようお願いします。

全国安全週間を迎えるにあたり安全祈願祭を実施

▲�慰霊碑に向かって拝礼する役員

▲訓示する佐々木社長

▲祭壇に向かって拝礼する参加者

安全部

経営戦略本部
事業開発本部つばめBHB㈱と提携し、アンモニア事業へ参画

当社は、カーボンニュートラルの実現に向け、今後、需要増加が見込まれるアンモニアの高効率な合成技術による生産

および環境負荷低減を目指す、つばめ BHB ㈱へ出資するとともに、同社の事業展開をサポートする業務協定を締結しました。

ベンチャー企業への出資は当社初の取組みであり、将来を見据えた第一歩です。

当社が得意とするプラントの建設・メンテナンス技術を最大限活かしつつ、つばめ BHB ㈱や他の参画企業と力を合わせ、

脱炭素社会の実現に向け、新たな事業領域を開拓していきます。

【つばめ BHB㈱について】
つばめ BHB ㈱は、東京工業大学の細野秀雄栄誉教授らが開発した、エレクトライド触媒の技術を用い、従来の技術より

低温・低圧でアンモニアを生産する技術の実用化を目指すベンチャー企業で、世界初となる「オンサイトアンモニア生産

システム」の開発・商業化を進めております。

 必要な場所で 

 必要な需要だけを生産 

 保管コスト削減 

 輸送コスト削減 需要地毎に
小型プラントによる分散生産

アンモニア生産 需要地（最終消費者）

アミノ酸、化学製品
肥料、電力

【つばめ BHB㈱のオンサイトアンモニア生産システム】


